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高橋 克成 ･塩垣 優 ･関野 哲雄 (青森県漁政課 )

大沢 幸夫 (青森地方普及所 )

は じ め に

昭和48年秋､陸奥湾々ロに近い平館村から蓬田村にかけての上磯地区で､垂下養殖貝が大量に-い死し

たとの報告をうけた｡早速.聴取と現場でその実態を調査したので報告する｡

調査にご協力いただいた平館村､蟹田町.蓬田村各漁業協同組合の関係者､および水温の観測資料を

提供された青森市海藻類採箇所に謝意を表する｡

調 査 方 法

調査期日;昭和48年10月24-26日

調査場所 ;平館村野田､蟹田町塩越､蓬田村広瀬 ･郷沢の各垂下養殖漁場 し第 1図参照 )

調査項目;現場水深､垂下水深.カゴの種類､収容密度.-い死率

ホタテガイの測定 (殻長､全重量､軟体部重量､殻重量､付着生物の重量.個体数 )

貝の手入 し分散 ･カゴの交換 )の時期.-い死時期､他については聴取調査を行なった｡

調査対象貝 ;王に昭和47年産貝 (半成貝 )

調 査 結 果

聴取調査

現場調査に先立ち､垂下養殖貝の-い死状況

を漁業者から聴いた結果を整理すると次のよ

うである｡

1) -い死は8月中旬に始まり10月上旬頃ま

で続いた｡ 7月末までほ､-い死は観察さ

れ.なかった.

2) 垂下水深が浅い(10m未満 )貝ほど-い

死率が高い傾向があった｡

3) 貝の手入れ時期が 8､ 9月の貝の-い死

率は40-80%で特に高く. 6月以前と10月

の只では0-20蕗と低かっT=.

4) 異常に高いへい死が起 った場所は平館村
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から蓬田村頗辺地に至る漁場で､蓬田村郷沢以南､青森市後潟のへい死率は10%以下で低かった｡

5 ) フジツボ類の付着が例年より多く､陸側ほど多かった｡

6) R月中旬頃､強い潮流が入 り込んだ. (蓬田村広瀬 )

7) 9月に豪雨があったが､その影響は小さい｡

現場調査結果

上磯地先13地点の調査結果を第 1表に示した｡

ホタテガイのへい死状況

第 1表に示した-い死は30-40個体の試料から計算し､その値は貝の手入れ時期から調査時までの累

積-い死率を示している｡最も-い死率の高い貝は広瀬- 4の昭 47年 9月からパールネットに70-loo

個収容したまま分散をしていない貝で57虜であった. それ以外 の昭 48年 4月以降に分散､カゴの交換

をした貝の-い死率は種々の垂下条件で 3-50%の高低差のある値を示しT=.諸条件における-い死率

をはっきりさせる意味で.貝の手入れ時期別､垂下水深別の累漬-い死率をへい死貝の殻長組成と現場

でのききとりを参考に第 2図に示した｡

4月に手入れをした貝では､垂下水深の浅い貝が比較的-い死率が高く､郷沢-2､塩越- 2では 8､

9̀月に-い死率が高まった｡一方垂下水深の深い野田-3､郷沢- 1では-い死率は低かっに｡ 6月に

手入れをした貝では.垂下水深の深い塩越-3は-い死率が低いが､広瀬-2では50多の高い-い死率

を示し.塩越 - 1̀とともに 9月-10月上旬に-い死率が高まった｡ 9月に手入れをした野田-1､塩越

- 1の貝では､垂下水深にかかわりなく手入れ後短期間内に急激に-い死率が高まった｡10月に手入れ

をLT=貝では-い死率は低く10%未満であっT=｡

第 1表 現場調査結果

場所 現場 垂 個体 手入月日 へ しヽ 測定 殻長(a) 全重 肉重量(9 ) 1) フ
ジツボ 2) へい死水深 水 / 死率 個体 A里 肥満 貝殻長

(mg/C崩)(掴/C崩bn) bn) カゴ

1段 (i) 敬 (9) 皮 (cm)野; 42 15 15 9_16 45 19 6.4 35 7.8 30 23 0.8 6.242 15 15 10.8 3 18 7.8 58 15.1 31 r

0.I し7.5)田3 42 I5 30 4. 6 19 7.8 51 1

5.4 33 3 0.4 6.8塩三 24 8 10-X- 9.27 41 20 7.2 40 8.2 22 71 1.4 6.721 9 25 4. 12 20 8.0 58 15,7 30

99 2.5 8.0越… 48 15 20 6.上 5 15 7.5 47 12.9 30 41 1.8 5.914 6 20 6. 23

20 6.2 37 R.2 33 - - -霊
… 24 8 20* 4. 20 20 7.6 43 12.4 28 12

0 2.4 5.436 15 30 6.上 50 20 5.7 24 5.

2 27 220 2.9 5627 14 15 I°上 8 -

5ヽ7 - - - r r -4 20 8 0--look 卵は- 57 20 5.5
-

3.8 22 5 0.4 4.4郷 1 39 20 30 4.16 3 20 8.1 62 18.6 34 2

3 0.5 し7.5)沢2 20 9 SOX 4. 27 20 5.



青水増事業概要 第4号 し1975)

里
小
額

へ
-,
最

壷
T

4 5 6 7 8 9 10
(負)

●6-9mに皇下した･買
014･･20m 〝

●S′

4 5 6 7 8 910
(月)

第 2図 貝の手入れ時期別.垂下水深別の累債へい死率 (左図 )と同フジツボの

付着重量 (右図 )

N;野田､S;塩越､甘;広瀬､G;郷沢

フジツボの付着状況

ホタテガイに付着した種は大部分サンカクフジ

ツボでわずかにアカフジッポが観察された｡フジ

ツボの付着量の計算に当っては､殻長を直径とす

る円の面積を貝殻 1片の面横とみなし､ 1m?当り

の付着量で示した｡フジツボは概ね貝殻の周縁部

に多く付着し.広瀬.塩越のフジツボ付着の多い

貝では､軟体部の外套膜に密着した状態で殻の内

側にまで付着し.二枚の殻を閉 じても1m程の隙

間ができる貝が観察された｡第 2図と同様.貝の

手入れ時期別.垂下水深別のフジツボの付着重量

を第 2図に示した｡

4月に手入れをした貝では､垂下水深が浅い貝

の付着重量が84野/cd以上､深い貝で23呼/cd以

下と明瞭な差があった｡ 6月に手入れをして垂下

水深が深い貝では､広瀬 -2の貝が220野/C崩と

(%)
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最高の付着重量を示 し､一万塩越-3では4mg/C崩と少なかった｡ 9月に手入れをした貝では､71mg/

C崩以下でその中でも垂下水深が浅い万が多かった｡10月に手入れをした貝ではごくわずかであったo

フジツボの付着重量と-い死率および肥満度の関係を第 3図に示した｡ 9月に手入れをした貝をのぞ

き､ 4､ 6月に手入れをした貝についての関係を見ると､付着重量が増すと-い死率が高くなり､かつ

肥満度が低下する傾向があった｡これまでの付着重量にみられた状況は､付着個体数についてもほぼ同

様に観察された｡

水温の観測結果

このたびのホタテガイのへい死が夏季に起こっT=ことから､-い死原因の有力な要因としてまず高水

温が考えられる｡そこで､-い死の起こった当時の水温を推定する資料として､平館村石崎地先の沿岸

定置観測結果と青森市奥内地先の観測結果を整理し.高水温の観測状況を第 2表に示した｡平館地先の

表面水温では25･C以上の高水温が 8月中､下旬の 8日間観測され､その日数は昭47､46年より長い｡24､

23oC以上の期間についても同じ傾向があった｡奥内地先の表面水温では25℃以上の高水温が平館地先よ

り6日早 く観測され､日数は20日間続いた｡ 6m層の水温では 8月中旬の 9日間であった｡24､23℃以

上の日数でも石崎地先より長かった｡

沖合における水深別の水温およびその経年変動を知る資料 として､青森湾中央の観測定点における過

去 ′こけ 年の水温垂直分布を第 4図に示しに｡作図に当っては当センターで実施している浅海定線観測結

果を引用した｡観測層は 0､ 5､10､ 20､30､40､45mである.第 4図から最初に注目されることは､

昭和48年 8月29日に昭和45年以来観測されなかったほどの高水温が観測された ことである｡ 当時の水温

は､20m層まで24.6℃､30m層で24.1℃を記録 し､高水温が深い層まで観測された｡沖合でのホタテガ

イの垂下水深である15m層について､高水温の日数を図から推定すると次のようである024℃以上 ;昭

48年15日､昭47､46､45年はなし｡23℃以上 ;昭48年32日､昭47年16日､昭46､45年はなし｡

以上の平館､奥内､青森湾中央の水温観測結果から昭和48年夏季のホタテガイ垂下養殖漁場の水温は､

過去 4ヶ年のうちで最も高く､25℃､24℃以上の高水温の期間も長かっにと推定された｡

lJ 2)
第 2表 平館村石崎地先と青森市奥内地先の高水温の観測状況

場所 観刺午 一 驚層 ー最 高 水 温し℃ 日 月 .日)25℃以上の期間3)24℃以上の期間3一) 23℃以上の期間3)蔓月 . 日 旧勤 i月 . 日 旧 勤

月 . 日 旧 教)再召 48 Om 26.0 (8.17) 8.16- 8.29(8)享8.10- 8.30(17

) 8.7- 9.20(34)辛鰭 昭 47ー 0i 24.0 (≡:2三);I LbJ 8.2

7､ 9.4(2) 8.8- 9.13(23)l昭 46t O 25.6 (8.6)垂8.4--8.6し2) 7.

30--8.10し9)1 7.29- 8.29(27)輿.昭 48 0 26.9 し8.15) 8.10- 8

.29(20) 8.8--9.9し32) 8.3- 9.24152)内l昭 48 -6 25.9 (8.15)

8.12J- 8.20(9) 8.9--9.7し26) 8.8- 9.23し41)1) 沿岸定置観測結果より引用､ 2 ) 青森市海藻類採苗所観測結果 より引用｡同所沖合 30

0mの地点3) 平館 ･･･最初と最後に観測された日｡日数は実際に観測された日の合計｡
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第4図青森湾中央の水温垂直分布

昭和45
､4
6
､4
7
､
48年の分布を示す｡

考 察

ホタテガイの-い死原因

これまでに述べた調査結果を整理すると､今回

のホタテガイの異常-い死原因あるいはへい死を

助長した要因の候補としてほ､①高水温､④フジ

ツボの付着.④貝の手入れ時の障害の3点があげ

られる｡

①の高水温については､ 田中他 (1970)は千

葉県館山市地先におけるホタテガイの越夏試験か

ら､累積-い死率が10%以下の時の水温は23℃未

満で､50留を越える時の水温は 25･7- 25.8℃､

100蕗に達する前の水温は 26.8 ℃であることを

報告L{いるo十瓦 今回の水温観測結果や､ 8月

中旬に強い潮流が入り込んだというききとりから

も､ホタテガイ垂下養殖の 8､ 9月の水温は24℃

以上に達 し､25℃以上の期間も少なからずあった

と考えられる｡第 2図の累積-い死率の変化から

ほ､へい死率の急激な上昇が 8月. 9月に起こっ

たことを示 している｡以上のことからホタテガイ

の有力な-い死原因として夏の高水温があげられ

るo

④のフジツボの付着については､一つに第 2図

より6月に手入れをした貝で､垂下水深が同じで

あるにもかかわらず､広瀬-2の-い死率が50留

と高く､塩越 - 3が 5%と低い. この違いは主

にフジツボの付着量にあったと思われること｡二

つに､フジツボの付着量が増加するに従い､-い

死率が高くなり肥満度が低下する傾向があったこ

と｡以上のことから､フジツボの付着がホタテガ

イの-い死を助長した原因の一つとしてあげられ

る｡③の貝の手入れ時の障害については. 9月の

高水温時に手入れをした貝が､垂下後短期間で高

い-い死率を示しT=こと｡-い死率は4月vl手入

れをした貝より高く､一方フジツボの付着量は少なかっ

T=ことo以上のことから､高水温朋における貝の手入

れま,-い死率を大きく高めた要因としてあげられa｡
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以上あげた 3つの-い死原因は､ホタテガイが-い死するまでに各々独立 した形で影響したのではな

く.夏の高水温がホタテガイの抵抗力を弱めた (あるいはそれだけで-い死 LT=かもしれない )という

背景の下で､次のような相互関係で影響し合ったと考えられる｡即ち､ 4月に手入れをした貝では､垂

下水深の深い貝より浅い貝が高水温とフジツボの付着両者の影響を少なからず受けた形となって現われ､

6月のフジツボが最も多く付着する時期に手入れをした貝では､多量に付着したフジツボがへい死を大

きく助長した形で現われ､また最もホタテガイの抵抗力が弱まった 9月に手入れをした貝では､手入れ

という人為的な影響が強 く現われにと考えられる｡
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